
琵琶湖・ＣＯ２ネットゼロ対策特別委員会 

 

１ 開 催 日 時  令和４年 10 月 11 日（火） 10 時 00 分～12 時 19 分 

 

２ 開 催 場 所  第一委員会室 

 

３ 説  明  員  琵琶湖環境部長および関係職員 

 

４ 議 事 の 概 要        

（１）県産材の利用促進に関する取組について 

   参考人 滋賀県森林組合連合会 代表理事会長 石谷 八郎氏 

       滋賀県森林組合連合会 副会長    家森 茂樹氏 

 

   委員からは、木材の需要と供給をともに増やすためには踏み込んだ施策に取り組む

必要がある、主伐・再造林を進めるためにも境界画定に対する取組を行うべきである

などの意見が出された。 

 

（２）（仮称）滋賀県県産材の利用の促進に関する条例（素案）について 

   委員からは、森林の施業の集約化の促進は県として森林組合などを後押ししなけれ

ばならない、などの意見が出された。 

 

（３）マザーレイクゴールズ（ＭＬＧｓ）の推進状況について 

   委員からは、子どもの頃から環境学習などＭＬＧｓの達成につながる取組と接点 

を持つことが大切なので、教育委員会との連携を促進するべきである、などの意見が 

出された。 

 

 

  

 

 



委員会に配付された資料 

１ 吸収量データ 

２ （仮称）滋賀県県産材の利用の促進に関する条例案（概要） 

３ （仮称）滋賀県県産材の利用の促進に関する条例（素案） 

４ ＭＬＧｓの推進状況について 

５ ＭＬＧｓ評価報告書「シン・びわこなう２０２２」 

 


